








要約:肉眼的血尿を呈した小児 30 例における非糸球体性と糸球体性血尿の臨床病理学的比

較、非糸球体性血尿症例における各種画像診断の意義について検討を行った。非糸球体性

血尿例では何れも尿中赤血球に比較して白血球数が少なく、円柱尿は認められなかった。

また尿中 FDP 値は著しい高値を示したが、これは Fibrinogen が主体であるものと考えられ

た。非糸球体性血尿の原因としては左腎静脈エソトラップメント症候群が最も多く、その

診断に超音波検査が有用であった。 


